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る
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と
で
や
さ
し
さ
が
生
ま
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る
」
と

い
う
先
輩
の
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
「
今
日
食
べ

る
も
の
が
な
い
」「
明
日
か
ら
住
む
と
こ
ろ
が

な
い
」
と
い
っ
た
相
談
が
伊
賀
市
内
で
も
多
数

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
困
り
ご
と
を

地
域
の
皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
た
と
こ
ろ
、「
地

域
で
困
っ
て
い
る
人
が
い
る
の
？
何
か
力
に
な

り
た
い
」
と
多
く
の
人
か
ら
協
力
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
「
身
近
な
と
こ
ろ
に
困
っ
て
い
る
人
が
い
る
」

「
相
談
で
き
る
場
所
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を

お
伝
え
し
、
地
域
や
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
に
寄
り

添
っ
て
、
良
き
伴
走
者
と
な
っ
て
い
き
た
い

で
す
。

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
１
年
目
。
ま
だ
ま
だ
地

域
の
皆
さ
ん
か
ら
教
え
て
い
た
だ
く
こ
と
ば
か

り
で
す
。

　
地
域
の
皆
さ
ん
や
先
輩
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
知

識
や
技
術
を
吸
収
し
、
少
し
で
も
お
役
に
立
て

る
よ
う
、
勉
強
の
毎
日
で
す
。

　
時
に
は
甘
え
た
り
、
頼
っ
た
り
と
、
地
域
の

皆
さ
ん
の
胸
に
飛
び
込
む
姿
勢
も
大
切
に
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
を
知
り
、
自
分
を
知
っ
て
も
ら

う
こ
と
か
ら
始
め
て
い
ま
す
。
自
治
会
や
サ
ロ

ン
、
サ
ー
ク
ル
活
動
の
場
に
お
邪
魔
し
、
少
し

で
も
顔
を
覚
え
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
づ
く
り

を
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
「
あ
の
人
に
言
っ

て
み
た
ら
何
と
か
な
る
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
な
存
在
と
な
れ
る
よ
う
、
今
後
も
地
域

の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
に
お
邪
魔
し
ま
す
。

※
地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
地
域

支
援
を
専
門
に
行
う
職
員
で
、
13
人
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
市
内
に
配
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
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地
域
福
祉
計
画
で
は
、
理
念
達
成
に
向
け
た
取
り
組
み
に
対

す
る
成
果
を
「
見
え
る
化
」
す
る
た
め
に
、
指
標
を
設
け
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
「
人
口
動
態
」・「
健
康
寿
命
」・「
地
域
予
防
対

応
力
」・「
生
活
満
足
度
」
の
４
つ
に
加
え
、
新
た
に
「
地
域
福

祉
資
源
力
」
と
い
う
指
標
を
設
け
、
５
つ
の
指
標
で
成
果
を
測

り
ま
す
。

地域共生社会の実現のためには、地域がどれだけ活性化して
いるかが重要になることから、それぞれの地域にどんな資源
があるのか把握し、地域力の強化を「見える化」します。
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資源力

インフォーマル
サービス＊

地域行事や
地域活動

地域の中に
ある資源

コミュニティ
ビジネスで創出
した地域財源

【
問
い
合
わ
せ
】　
医
療
福
祉
政
策
課

　
☎
26
・
３
９
４
０　
℻  
22
・
９
６
７
３　

iryoufukushi@
city.iga.lg.jp

心
が
け
て
い
る
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い

ど
ん
な
活
動
を
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す
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？
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は
、
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で
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も
が
安
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て
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よ
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が
お
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の
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題
の
解
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に
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を
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に
は
市
民
一

人
ひ
と
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。
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、
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て
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が
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福
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の
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、
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で
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の
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め

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
、
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括
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の
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を
進
め
て
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ま
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た
。
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は
、
こ
れ
ま
で
の
取
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を
ベ
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と
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て
、
従
来
の
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度
・

分
野
ご
と
で
は
解
決
で
き
な
い
複
雑

化
・
複
合
化
し
た
課
題
や
、
社
会
的
孤

立
な
ど
へ
の
対
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に
取
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組
み
ま
す
。
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し
て
さ
ま
ざ
ま
な
問
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解
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に
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え
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を
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一
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と
り
が
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流
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会
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「
制
度
・
分
野
ご
と
の

『
縦
割
り
』
や
『
支
え
手・

受
け
手
』
と
い
う
関
係
を

超
え
て
、
地
域
住
民
や
地

域
の
多
様
な
主
体
が
『
我

が
事
』
と
し
て
参
画
し
、

人
と
人
、
人
と
資
源
が
世

代
や
分
野
を
超
え
て
『
丸

ご
と
』
つ
な
が
る
こ
と

で
、
住
民
一
人
ひ
と
り
の

暮
ら
し
と
生
き
が
い
、
地

域
を
と
も
に
創
っ
て
い
く

社
会
」

（
平
成
29
年
２
月
７
日　

厚
生

労
働
省
「
我
が
事
・
丸
ご
と
」

地
域
共
生
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会
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現
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